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第一部  語り手と視点人物のゆくえ 
 
第一章  「深沙大王」の交錯する視点 ――「水鶏の里」の視覚の遮断から―― 
   一、「深沙大王」に包含された小説 
   二、「水鶏の里」の見えない領域 
   三、観客にも見えない領域 
 
第二章  「かきぬき 白鷺の一二節」の機能 
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第二部  重なり合う虚構と現実 
 
第四章  劇場空間と怪異 ──小説「陽炎座」が描く観劇体験──                      
  一、「劇場」は私たちに何を見せるか 
  二、幕の裏に隠された異界 
  三、拙い芝居を観ることの意味 
  四、虚構が、虚構であることをやめる時 
  五、物語の消費者への問い─噂と演劇─ 
 
第五章  「紅玉」が描く「見立て」と「真似」の力学 
   一、「わが国初の野外劇」として 
   二、二つの「自然」─装置と俳優─ 
   三、「見立て」と「真似」の論理─人間と烏の差異から─ 
   四、人間にできること・観客と俳優にできること 
 
第六章  反転する吉原の価値 ──「恋女房」における「人」と「魔もの」―― 
  一、〝幻想的戯曲〟の系譜と「恋女房─吉原火事─」 
  二、日常世界における対立─吉原と根岸─ 
  三、もう一つの対立─吉原と「赤魔姥」─ 
  四、二つの物語─お柳の変化をもたらすもの─ 
  五、吉原が焼かれる理由─赤魔姥と価値の反転─ 
 
第三部  「新派悲劇」と原作の距離 
 
第七章  新派劇〈婦系図〉と原作テクスト ──「湯島の境内」を視座として── 
  一、小説、新派劇、そして原作者による書き改め 
  二、意識される原作─初演〈婦系図〉の構成─ 
  三、引用される原作─初演〈婦系図〉と初刊テクスト─ 
  四、お蔦の造形─泉鏡花「湯島の境内」とそれ以前の書抜─ 
  五、主税の造形─泉鏡花「湯島の境内」と初刊テクスト─ 
 







第九章  原作「日本橋」のその先へ ──「戯曲日本橋」の単純化が有する意義── 
  一、監修者としての泉鏡花 
  二、「戯曲日本橋」は、理解しやすい作品になったか 
  三、怪異譚としての「日本橋」の可能性 
  四、葛木の眼差しへの焦点化─姉の代替としての人形と清葉─ 
  五、原作から、新たな物語へ 
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